
農林水産戦略協議会 H28年度中間報告

総合戦略2017に新たに記載する事項
及び、引き続き国として取り組むべき重要な事項

○農業ＩＣＴの利活用拡大を図るための共通プラットフォームの構築、関連分野とのデータベース相互利用の促進
及びサイバーセキュリティの確保

○バイオテクノロジーによる生物機能の高度利用、遺伝資源・ゲノム情報とＡＩの活用等を通じた新素材等の開発
及び社会受容に向けた取組の強化

上記についての現状と現時点での課題

○現在、様々な農業ＩＣＴサービスが提供されているが、データやサービスが個々で完結しており、相互間連携はほ
とんど行われておらず、農業ＩＣＴはその機能を十分発揮できていないため利用者の拡大が進んでいない状況。

このため、様々なデータやサービスがつながるデータ連携基盤を整備することにより、様々なデータをサービス事
業者・農業者がフル活用できるようにし、データを基に新たなサービスを生む環境づくりを進める必要。

○我が国では、健康・医療分野において、バイオ産業が発展する一方で、ものづくりや農林水産分野では、世界的
なバイオ産業の動きに対応できていないことから、社会受容等の側面も含めて総合的な研究開発戦略の下で国が
一定の主導権を発揮し、新たなバイオ産業の創出に取り組むことが重要となっている。

このため、農林水産分野及びものづくり分野における新産業創出の取組を加速するため、発酵・微生物分野や環
境分野との融合、植物・昆虫を用いた革新的物質生産技術や資源のカスケード利用技術等の活用、遺伝資源・ゲ
ノム情報とＡＩの活用等を進めるとともに、こうした技術が社会に受容されるための取組を強化する必要。
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【参考】システム基盤技術検討会における農業に係るシステム構成案
システム基盤技術検討会田中副座長作成資料「実務者会合の議論について」より抜粋（平成28年12月1日システム基盤技術検討会資料）
【参考】システム基盤技術検討会における農業に係るシステム構成案
システム基盤技術検討会田中副座長作成資料「実務者会合の議論について」より抜粋（平成28年12月1日システム基盤技術検討会資料）



ⅱ）スマート・フードチェーンシステム

○創出されるバリュー
・ニーズに応じた農林水産物・
食品の提供、高付加価値商
品の創出
・農林水産業*1)、食品産業*2)

の成長によるＧＤＰ増大

国内外の市場や消費者のニーズを、育種、生産、加工・流通、品質管理等に反映させ、付
加価値の高い農林水産物・食品を提供

システム化概要

生産
加工・流通

・多収性、日持ち性など、有用な形質を持つ品種の開発、遺伝資源の確保
・機能性農林水産物・食品の開発や次世代施設栽培による高付加価値商品の生産・供給
・輸出にも対応可能な品質管理技術、鮮度保持技術等の開発

情報提供
プラット
フォーム

育苗
・育種

業務・加工用品種の低コスト栽培技術

機能性農林水産物・食品の開発

外食・
消費

品質管理植物工場における収量・品質の制御

GDP(H25): *1)５兆円、*2) 38兆円
食品の安全・信頼性

高付加価値化

輸出促進

ニーズに応じた生産

生物機能の高度利用による新価値創造

【内科、農、文】

【農、内科】

【農】

ビッグデータ
の活用

ジャパンブランドの確立

遺伝資源の戦略的確保

（１）持続的な成長と地域社会の自律的な発展
Ⅰ ⅱ）スマート・フードチェーンシステム

（１）持続的な成長と地域社会の自律的な発展
Ⅰ ⅱ）スマート・フードチェーンシステム

植物共生系の活用

次世代育種システム

鮮度保持



ⅲ）スマート生産システム

○創出されるバリュー
・誰もが取り組みやすい農業経営
・安定した営農、収益性向上
・生産力増進による食料自給率*向上
・畜産の国際競争力強化、飼料自給率向上

ICTやロボット技術等を活用し、自動化、知能化された農業生産システムを構築
誰もが取り組みやすく安定した収益が得られる農業経営を実現

システム化概要

農業機械の
自動化・知能化

畜産の収益力・生産基盤強化

水管理の自動化

労働時間50%減
水管理労力50%減
施肥量30%減
気象災害５%減

労働時間50%減
水管理労力50%減
施肥量30%減
気象災害５%減

生産管理・
経営支援
システム

気象情報

リモートセンシング

生育情報

農業機械の無人走行
の安全対策

・低コスト・省力化、大規模生産システム 例)マルチロボットの自動走行システム、精密農業、水管理システム
・多収、高品質、効率生産を可能とする栽培管理・生産管理 例)多圃場営農管理システム
・畜産の収益力、生産基盤強化 例) ICTを活用した飼養管理技術や国産濃厚飼料の生産・利用技術の開発

*) 39%（H25カロリーベース）
45%（H37目標）

農業用語の標準化

牛の繁殖性向上等による低コスト
生産技術

ICTを活用した飼養管理技術や国
産飼料の生産・利用技術

【農】

（１）持続的な成長と地域社会の自律的な発展
Ⅰ ⅲ）スマート生産システム

（１）持続的な成長と地域社会の自律的な発展
Ⅰ ⅲ）スマート生産システム

【内科】


